毒物劇物危害防止規定
１　目的
この規定は、毒物及び劇物取締法に基づき、毒物及び劇物（以下「毒物劇物」という）の販売業の登録を受けた（　　　　　　　　　　）（以下「営業所」という。）における毒物劇物の管理責任体制を明確にすることにより、毒物劇物の取扱における安全管理基準を定め、毒物劇物による保健衛生上の危害の防止を図ることを目的とする。

２　適用範囲
この規定の適用範囲は、法令に示す毒物劇物の運送業務に携わる者又は取扱いに従事する従業員に適用する。
３　遵守義務
(1) 毒物劇物取扱業務に従事する者は、本規定に定める事項を遵守しなければならない。

(2) この規定に定める事項は、毒物劇物営業者が教育訓練を繰り返し実施し周知徹底を図る。

４　管理責任体制
(1) 毒物劇物の管理組織
毒物劇物の管理責任に関する組織を次のとおりとする。







①　毒物劇物による保健衛生上の危害の防止を図るため、毒物劇物取扱責任者（以下「責任者」という。）を置く。責任者は、（氏名）　　　　　　　とする。
②　責任者は、営業所における毒物劇物を統括管理し、各毒物劇物取扱作業の作業手順書を作成するなど、毒物劇物の取扱い等に関し、必要な指示を従業員に与えるとともに営業所長に報告を行う。
③　各担当者、従業員は、この規定に定める毒物劇物の取扱い等を遵守し、危害防止並びに盗難防止に努める。
④　各担当者、従業員は責任者の指示に従い、必要な助言及び報告を行う。
⑤　営業所長は、営業所における毒物劇物の管理全体を総括し、取扱いや保管管理状況を常に把握するとともに取扱責任者に必要な報告を求め、指示を与える。
(2) 毒物劇物取扱責任者の責務
毒物劇物の取扱いに関し、営業所全体を管理・監督する毒物劇物取扱責任者（以下「責任者」という。）を設置し、責任者は、毒物劇物による危害の防止及び盗難防止を図るため、次の各号に掲げる業務を行う。
なお、責任者が不在の場合は、毒物劇物管理責任者代理者が、当該業務を代行する。
①　毒物劇物の飛散、漏えい、流出、しみ出又はしみ込みの防止に関すること
②　毒物劇物の盗難・紛失を防止するための点検管理に関すること
③　毒物劇物の貯蔵場所の鍵の管理及び表示の保守点検に関すること
④　毒物劇物の使用、運搬、廃棄の作業方法及び事故の際の応急措置の指示に関すること
⑤　毒物劇物による事故の際の保健所（厚生センター）、警察署又は消防署への通報に関すること
⑥　毒物劇物の取扱い及び応急措置の方法等を記したMSDS（化学物質等安全データシート）の整備に関すること
⑦　従業員の教育及び訓練
➇　本規定の作成及び運用
５　購入及び保管に係る作業の方法
毒物劇物の購入及び保管に係る作業の方法は、次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 毒物劇物の購入にあたっては、毒物及び劇物譲受書に必要事項を記載、押印のうえ、毒物劇物営業者から必要最小限量を購入し、毒物劇物営業者から交付されたMSDS(化学物質等安全データシート)を保管し、容易に確認できるようにする。
(2) 購入した毒物劇物は、毒物劇物管理簿に数量等を記録し保管する。

(3) 毒物劇物を使用する場合は、毒物劇物管理簿に取扱った毒物劇物の数量を記録する。
(4) 毒物劇物は、営業所内に設置した毒物劇物保管庫（他のものと明確に区分して保管、「医薬用外毒物」又は「医薬用外劇物」の文字を表示し、鍵のかかる毒物劇物専用の堅固な保管庫）に保管する。
(5) 保管場所は、火災や地震による容器の転倒を防止するため、火気厳禁とし、保管庫や棚にストッパーや仕切り板を設置する。
(6) 保管場所には、事故の発生に備え、中和剤や防護具等必要な資機材を配備する。
(7) 毒物劇物を他の容器に移しかえる際は、容器に「医薬用外毒物」（赤地に白文字）又は「医薬用外劇物」（白地に赤文字）の文字を表示する。
(8) 毒物劇物の使用、運搬又は廃棄にあたっては、毒物劇物ごとの性質を十分把握し、慎重に取扱う。
(9) 毒物劇物の廃棄にあたっては、許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託する等適切な処理を行う。
６　毒物劇物の販売又は授与に係る作業の方法
毒物劇物の販売又は授与（以下「譲渡」という）に係る作業の方法は、次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 譲渡の申し込みのあった場合は、毒物劇物の使用目的及び使用量が適切なものであるかどうかを十分確認し、適正と判断される場合に譲渡する。譲渡する場合は､身分証明書等により十分確認した後に行う。次に掲げる者に譲渡してはならない。

①　年齢18歳に満たない者

②　精神病者又は麻薬､大麻､アヘン若しくは覚せい剤の中毒者
(2) 毒物劇物営業者以外の者へ毒物劇物を譲渡する場合、毒物及び劇物譲受書に必要事項を記載、譲受人の押印のされたものの提出を受けなければ、譲渡してはならない。提出を受けた書面は記載された日から５年間保管する。
(3) 譲渡する際はMSDS(化学物質等安全データシート)を交付する。
７　盗難、紛失の防止措置
毒物劇物の盗難を防止するための措置は、次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 毒物劇物管理簿を作成し、毒物劇物を購入及び譲渡した場合、次の所定事項を記入しする。
①毒物劇物の区分、名称、規格（濃度、容量）

②購入及び販売年月日、購入及び販売量、在庫量
(2) 責任者は、毒物劇物の保管状況を確認するため、毒物劇物管理簿と定期的に保管数.量の照合を行うこと。
(3) 毒物劇物保管庫のかぎの管理は、責任者が行い、管理者が不在の場合、代理者として（代理者氏名）　　　　　　　が管理を行う。
(4) 責任者は、常に保管庫の鍵の個数及び使用状況を把握する。
(5) かぎの使用者は管理者もしくは管理者の承諾をうけた者とし、かぎを使用した場合はかぎの管理簿に記入する。
(6) 毒物劇物の保管庫は常に施錠し、施錠状況（異常の有無）を毒物劇物の使用前及び使用後に確認する。
(7) 毒物劇物を保管庫の外に放置しない。
８　貯蔵又は取扱いに係る設備等の点検
責任者は、保管場所及び取扱いに係る設備等について、次の各号に掲げるとおり点検を行う
(1) 盗難、紛失防止に関する設備について、次の点検を定期的（概ね１月毎）に実施する。
①　保管庫は、毒物劇物専用となっているか。
②　保管庫には、かぎをかける設備があること。かぎが壊れていないこと。
③　管理簿は適切に記載され、在庫量が現物と一致していること。

(2)漏えい、流出防止に関する設備について、次の点検を定期的（概ね１月毎）に実施する。
①　古くて販売しない毒物劇物が保管されていないこと。
②　転倒、落下防止の措置がされていること。
(3)表示の点検を定期的（概ね１月毎）に実施する。
①　容器・被包に所定の表示がされていること。表示が明瞭であること。
②　保管庫に「医薬用外毒物」「医薬用外劇物」の表示が明瞭にされていること。
(4)点検結果については、点検記録表に記録する。
(5)点検の結果、不具合等があった場合は、速やかに整備又は補修し、実施事項について点検記録表に記録する。
９　貯蔵及び取扱いに係る設備等の整備又は補修
(1) 毒物劇物の取扱いを行う者は、貯蔵場所や取扱いに係る設備等の損傷等を発見した際は、直ちに、責任者に連絡する。
(2) 責任者は、前項の連絡を受けた際は、直ちに整備又は補修のための措置を行い、実施事項について記録する。
１０　漏えい等防止措置
(1) 毒物劇物の種類に応じて、漏えいや飛散しないように転倒及び落下防止の措置をとる。
(2) 毒物劇物を運搬する場合は毒物劇物が飛散・流出等を防止する措置をとる。
１１　緊急時の対応
(1) 毒物劇物の盗難、紛失または流出事故等が発生した際には、取扱責任者は緊急連絡体制（１２参照）により、直ちにその旨を関係機関に通報する。
(2) 毒物劇物が営業所外へ飛散、流出等する事故が発生したときは、事故拡大防止のための応急措置を行う。
(3) 事故の発生に備えて、あらかじめ取扱う毒物劇物に対応する保護具、消火剤、中和剤、希釈剤等を用意し、事故が発生した際には被害の拡大を防止するよう努める。
１２　事故時の通報及び応急措置
事故が発生した際の関係機関への通報及び被害の拡大防止のための措置は、次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 責任者は、毒物劇物が飛散、漏えい、流出、しみ出又はしみ込んだ際は、直ちに、次の緊急連絡網により関係機関に通報する。
(2) 責任者は、毒物劇物が盗難にあい、又は紛失した際は、直ちに、警察署に通報する。
(3) (1)においては、被害の拡大を最小限に食い止めるため、周辺への立入りを禁じ、風下の人を退避させ、また、防護具を着用のうえ、被害箇所に中和剤等を散布するなど毒物及び劇物の性状に応じた応急の措置を講ずる。
【緊急連絡網】
事故等が発生した際に、速やかな対応を行い、毒物劇物による危害を最小限にとどめるため、貯蔵・保管場所や取扱いに係る施設等に緊急連絡網を掲示する。





　　　※休日、夜間の際の緊急連絡先

　　　　　　毒物劇物管理責任者　TEL 　　（　　　）　　　　　
経営者　　　　　　　TEL 　　（　　　）　　　　　
１３　事故等の調査及び再発防止
(1) 責任者は、毒物劇物の盗難、紛失または流出事故等が発生した際はその原因を調査し、再発防止に努める。
(2) 事故等の際には本規定を見直し、再発防止策について本規定に定める。
１４　廃棄

毒物劇物を廃棄するときは、次号に掲げるとおりとする。
(1) 毒物劇物を廃棄する場合、作業計画と作業責任者を定めて行う。
(2) 酸、アルカリは中和し、pHを確認後、希釈して処理する。
(3) その他の毒物劇物は、専門の産業廃棄物業者に処理を委託する。
(4) 廃棄にあたっては、水質汚濁防止法等の他の法令にも抵触しないよう十分注意する。
１５　教育及び訓練
責任者は、毒物劇物の貯蔵及び取扱いの作業を行う者、貯蔵設備の保守点検を行う者及び事故時の応急措置を行う者に対して、毒物劇物の性状や取扱方法及び事故時の対処方法についての教育を行うとともに、訓練についても定期的に行う。
この規定は、令和　　年　　月　　日から施行する。
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